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商
業
部
会　

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
急
成
長
に
よ
る
商
業
へ

の
影
響
を
踏
ま
え
、
部
会
員
事
業
所
の
経
営

に
役
立
つ
よ
う
な
情
報
提
供
に
努
め
る
。「
会

員
相
互
の
交
流
の
機
会
」
を
意
識
し
た
部
会

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

工
業
部
会　

地
域
製
造
業
の
基
盤
強
化
や
発

展
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
強
化
、
展
示

会
等
へ
の
出
展
支
援
、
視
察
研
修
会
の
充
実
、

「
技
の
蔵
」
Ｈ
Ｐ
の
活
用
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
み
、
活
発
な
交
流
活
動
を
展
開
し
た
い
。

建
設
・
不
動
産
業
部
会　

今
年
度
は
「
人
材

確
保
」、「
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
て
い
る
。
燕
三
条
方
面
へ
の
視
察
見
学
会

も
好
評
を
得
た
。今
後
も
時
宜
に
か
な
う
テ
ー

マ
を
選
び
、
部
会
員
事
業
所
の
一
助
と
な
る

よ
う
な
活
動
を
進
め
る
。

金
融
業
部
会　

今
年
度
は
、
講
演
会
や
視
察

見
学
会
の
テ
ー
マ
を「
グ
ロ
ー
バ
ル
」と
決
め
、

講
演
会
や
地
域
企
業
の
視
察
を
行
っ
た
。
今

後
も
適
宜
テ
ー
マ
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

輸
送
業
部
会　

次
世
代
自
動
車
の
発
展
・
普

及
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
や
人
材
不

足
問
題
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
研
究
・
情
報

共
有
し
、
当
所
管
内
の
事
業
所
の
発
展
に
寄

与
し
た
い
。

観
光
業
部
会　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
全
国

的
に
増
加
し
て
い
る
中
、
外
国
人
旅
行
者
を

よ
り
多
く
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
を
探
る
。

佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
も

機
運
醸
成
に
努
め
た
い
。

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会　

大
変
幅
広
い
業

種
で
構
成
さ
れ
て
い
る
当
部
会
は
、
従
前
か

ら
引
き
続
き
、
身
近
な
テ
ー
マ
で
の
講
演
会

や
セ
ミ
ナ
ー
、
先
進
地
へ
の
視
察
見
学
会
な

ど
、
各
分
野
の
研
修
並
び
に
交
流
活
動
を
幅

広
く
行
っ
て
参
り
た
い
。

教
育
福
祉
医
療
部
会　

今
年
度
は
「
健
康
経

営
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
会
を
開
催
し
、

大
阪
方
面
の
福
祉
・
医
療
関
連
の
先
進
施
設

を
視
察
見
学
し
た
。
今
後
は
一
般
市
民
も
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
一
層

の
認
知
度
向
上
を
図
り
た
い
。

総
務
委
員
会　

各
部
会
・
委
員
会
の
部
会
長
、

委
員
長
が
メ
ン
バ
ー
。事
業
計
画
並
び
に
予
算
、

決
算
な
ど
の
審
議
が
主
で
あ
る
が
、
今
後
も
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
５
０
０
０
推
進
委
員
会
の
活
動
を

強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

企
業
経
営
委
員
会　

今
年
度
は
法
人
実
効
税

率
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
を
求
め
つ
つ
、
中

堅
・
中
小
企
業
に
対
す
る
課
税
強
化
に
反
対

し
て
き
た
。
中
小
企
業
の
経
営
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
提
言
と
な
る
よ
う
議
論
・
研
究
を

深
め
て
い
き
た
い
。

国
際
貿
易
委
員
会　

今
後
は
、
新
潟
港
の
利

用
拡
大
を
念
頭
に
、
新
潟
県
産
品
の
輸
出
拡

大
に
向
け
て
、「
オ
ー
ル
新
潟
態
勢
の
構
築
」

を
中
心
に
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
科
会
に
お

い
て
は
、
先
日
新
潟
市
と
意
見
交
換
会
を
実

施
。
年
度
内
に
は
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
策
に
関
す
る
提
言
書
を
提
出
予
定
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
分
科
会
、
新
潟
駅

周
辺
整
備
分
科
会
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関

へ
の
提
言
・
要
望
に
向
け
て
検
討
・
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

政
策
委
員
会　

提
言
書
「
新
潟
市
域
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
構
築
を
柱
と
す
る
新
た
な
観
光
に
関
す

る
提
言 
新
潟
市
の
交
流
人
口
拡
大
に
向
け

て
」
を
と
り
ま
と
め
、
提
言
を
行
っ
た
。
現

在
は
「
農
業
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
」

を
テ
ー
マ
に
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

並
行
し
て
、
過
去
の
政
策
委
員
会
の
提
言
内

容
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
き

た
い
。

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
５
０
０
０
推
進
委
員
会　

入

会
促
進
と
退
会
防
止
に
寄
与
す
る
よ
う
当
委

員
会
の
発
案
で
は
じ
め
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

交
換
会
」
は
好
評
。
今
後
も
５
０
０
０
会
員

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
後
の
会
議
所
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
確
認

～
新
体
制
で
の
正
副
部
会
長
・
委
員
会
長
と
正
副
会
頭
が
懇
談
～

　

正
副
会
頭
と
正
副
部
会
長
と
の
懇
談
会
を
11
月
14
日（
参
加
者
26
名
）に
、
同
じ
く
正
副
委
員
長
と
の

懇
談
会
を
11
月
28
日（
参
加
者
30
名
）に
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
改
選
後
の
各
部
会
・
委
員
会
の
方

向
性
に
つ
い
て
発
言
を
い
た
だ
い
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
田
会
頭
は
「
関
係
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
部
会
・
委
員
会
が
共
同
で
研
究
し
て
い
く
な
ど
、

商
工
会
議
所
の
声
を
ま
と
め
、
行
政
等
へ
届
け
て
い
き
た
い
。
魅
力
溢
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
ご

協
力
願
い
た
い
」
と
今
後
の
会
議
所
活
動
に
対
す
る
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
各
部
会
・
委
員
会
の
今
後

の
活
動
方
針
の
発
言
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。11/14　正副部会長との懇談会
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11/28　正副委員長との懇談会
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会議所の き動

2016.12

新
潟
と
台
湾
を
結
ぶ

定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
開
始

利
用
促
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

11
月
４
日
か
ら
台
湾
の
フ
ァ
ー
イ
ー
ス
タ
ン

航
空
（
以
下
：
遠え
ん
と
う東
航
空
）
に
よ
る
「
新
潟
―

台
湾
（
台
北
：
桃
園
空
港
）
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー

便
」
の
運
航
が
開
始
さ
れ
、
運
航
初
日
に
新
潟

空
港
で
行
わ
れ
た
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
新

潟
県
の
寺
田
副
知
事
や
当
所
宮
沢
副
会
頭
を
は

じ
め
、
新
潟
側
と
台
湾
側
双
方
の
関
係
者
が
参

列
し
、
に
い
が
た
観
光
親
善
大
使
に
よ
る
花
束

贈
呈
な
ど
で
就
航
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
か
ら
、
台
北
行
き
の
初
便
を
利

用
し
た
官
民
に
よ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
が
派
遣
さ

れ
、
当
所
か
ら
は
井
上
事
業
部
長
が
参
加
し
、

遠
東
航
空
本
社
や
台
湾
の
旅
行
会
社
、
日
本
交

流
協
会
台
北
事
務
所
な
ど
を
訪
問
し
て
、
同
路

線
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
通
年
運
航
に
向
け
た
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
地
（
桃
園
空
港
）
で
の
就
航
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
に
お
け
る
盛
大
な
歓
迎
を
は
じ
め
、
関
係

者
と
の
意
見
交
換
で
は
、
同
路
線
に
対
す
る
期

待
の
大
き
さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
会
員
向
け
視
察
研
修
ツ
ア
ー
の

実
施
な
ど
、
実
際
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
創
出
を
図
っ

て
利
用
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
か
ら
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

入
会
か
ら
10
年
の
会
員
事
業
所
が
集
う

会
員
交
流
会
を
開
催

　

入
会
し
て
10
年
目
の
会
員
事
業
所
を
対
象
と

し
た
会
員
交
流
会
を
、
11
月
８
日
に
参
加
者
18

名
で
開
催
し
、
10
年
会
員
で
も
あ
る
新
潟
労
働

衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
所
長
の
鈴
木
美

和
氏
が「
健
康
経
営
は
企
業
発
展
の
必
須
条
件
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
健
康
経
営
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

「
近
年
、
少
子
化
や
Ｉ
Ｔ
の
導
入
な
ど
、
従
業

員
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、

社
員
の
健
康
管
理
を
経
営
戦
略
と
し
て
考
え
る

企
業
が
増
え
て
い
る
。
健
康
経
営
は
労
働
安
全

衛
生
と
同
じ
よ
う
に
、
労
働
者
や
そ
の
家
族
に

対
し
て
の“
愛
”で
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
終
了
後
は
参
加
事
業
所
の
う
ち

７
社
が
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
積
極
的
に
事
業
内

容
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

で
は
、名
刺
交
換
や
活
発
な
情
報
交
換
を
行
い
、

異
業
種
の
会
員
事
業
所
間
で
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

健康経営の重要性について考える参加者

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た
２
０
１
６

　

今
年
で
８
回
目
の
開
催
と
な
る
食
の
国
際
見

本
市
「
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た

２
０
１
６
」が
11
月
16
日（
水
）か
ら
18
日（
金
）

ま
で
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

３
４
４
社
・
団
体
が
出
展
、
３
日
間
で
約
１
万

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

新
潟
商
工
会
議
所
の
ブ
ー
ス
に
は
、
会
員
企

業
５
社
が
出
展
し
、
販
路
開
拓
に
向
け
、
自
社

商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
新
規
顧
客
獲
得
の
た
め
の
情
報

収
集
に
努
め
ま
し
た
。

　

出
展
事
業
者
か
ら
は
「
商
談
に
つ
な
が
っ

た
」、「
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
出
展
し
た
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。

桃園空港にて行われた記念セレモニー

  運航スケジュール

便名 機種 新潟→台北（桃園）

FAT
621

MD
83

①18：10→21：15

②14：00→16：45

便名 機種 台北（桃園）→新潟

FAT
622

MD
83

①13：00→17：10

②  8：45→13：00

①月曜日運航／②金曜日運航
日本との時差：－１時間


